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指導案 

主な活動 【リズム体操】 

実施年月日   月  日  曜日 

対象児  ０～２歳児   名 

 

子どもの実態 

0 歳児 動くものに興味を持ったり、色々な

物の感触を楽しんだりしている。

自分からつかまり立ちや歩こうと

する。 

1 歳児 音楽を聴いて歌ったり、体を動かし

たりして楽しんでいる。積極的に

何かを伝えようと発声する。 

2 歳児 自分のしたいことや嫌なことをは

っきり伝えたり、保育者の真似を

したりする。 

ねらい 

0 歳児 身の回りの物を見る、探索する等       

の認識を豊かにし、表情や体を動

かすことを楽しむ。 

1 歳児 見たり聴いたりして感じたことを

自分なりに表現し、豊かな感性や

表現する力を養う。 

2 歳児 聴く、見る、真似るなどの経験を通

して、感覚の働きを豊かにする。 

全体  音楽に触れながら体を動かすこと

で、体を動かすことの楽しさを感

じる。 

    保育者、実習生、友だちの姿を見

て関わろうとしたり、真似ようと

したり、他者への興味を持つ。 

時間 環境構成 予想される子どもの活動 保育者(実習生)の援助・ 

00:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇実習生の前に集まる。 

◦初めて見る人に戸惑ったり、

興味から関わろうとしたりす

る。 

◦保育者と一緒に参加しよう

とする。 

◦曲名を聞いて知っている、知

らない等を伝えようとする。 

◦実習生の話を聞く。 

 

 

 

 

・子どもの興味関心を引くた

めに、自己紹介をする。 

・大きな声でゆっくりと話し、

後ろにいる子どもまで聞こえ

るように意識する。 

・リズム体操で使用する音楽

を伝え、興味を持てるように促

す。 

・これから行う内容を話し、活

動の見通しが持てるように配

慮する。 

・少し離れてみている子ども

に対して声掛けをし、様子を見
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00:20 

 

 

 

 

00:22 

 

 

 

 

 

〇リズム体操をする。 

◦実習生や保育者の動きを見

ながら真似ようとする。 

◦友だちや周囲の人の動きを

目で追ったり、自分から関わり

に行こうとしたりする。 

◦音楽に合わせて体を動かす

ことを楽しむ。 

◦活動を楽しみながら、発声を

して自分の気持ちを伝えよう

とする。 

 

◦実習生や保育者と一緒に最

後の掛け声をする。 

 

 

◦実習生にお礼を伝えたり、挨

拶を返したりする。 

◦次の活動に興味を持つ子ど

ももいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ながら活動に参加できるよう

促す。 

・立つように伝え、一人ひとり

が安全に動けるスペースを確

保できているか確認する。 

・全員が楽しめるように、簡単

に振り付けを説明する。 

・子どもがイメージしやすい

ように、実習生は実際に行う。 

・子どもの動きや表現を認め、

子どもが達成感を感じられる

ように配慮する。 

・楽しい雰囲気を作りながら、

子ども一人ひとりが自由に動

けるように言葉がけをする。 

・子どもの発言を受け止めて

共感する。 

・子どもが楽しみながら体を

動かしたことへの達成感を感

じられるように、最後の掛け声

をする。 

・子どもに活動の終わりが分

かるように、お礼と挨拶をす

る。 



指導案を書いた際に注意、意識したこと 

・環境構成は行かせていただく園によって異なるため、記入していません。 

・予想される子どもの活動は、大幅に変わる可能性があるため、園の先生方の協力が必要に

なります。 

・子どもが集まっている状態から始めるのか、子どもを集める所から始めるのか、や、実習

生についての情報は先に伝えられているのか等、園の先生との打ち合わせによって内容

が異なります。 

・人見知りなど、子どもによって反応が異なるため、無理やり関わりに行こうとせず、少し

声をかけるだけで済ませたり、自分から参加してくれる子どもには積極的に関わり、周囲

の他の子どもへの安心や興味を引いたりできるように、一つの活動内容に対して複数の

援助と配慮を記入しています。 

・０～２歳はしっかり発語できなかったり、体を思うように動かせなかったりすることを考

え、踊ることではなく、音楽に合わせて体を動かすこと、楽しい雰囲気の中に参加するこ

とを目的として記入しました。 

・３～５歳児は、場面緘黙、イレギュラーな活動が苦手、じっと座って話を聞くことが苦手、

聴覚過敏等、様々な個性を考慮しつつ記入しています。 

・3 歳児は周りの様子も見ながら活動に参加できるように、4 歳児は「忍者ってどんなの？」

等の形で問いかけ、子どもがそれぞれで考えて踊れるように、5 歳児は近くの友だちとハ

イタッチする等協力できるように、などの、「体を動かす」こと以外の部分での成長も含

めて記入しています。 

・ねらいや活動内容、援助と配慮は実際に完成した振り付けなどによって変わります。 

・３～５歳児のルールに関しても、振り付け、環境構成、保育者や実習生の人員配置などに

よって変わります。 

 

 

 

 

 

 



指導案 

主な活動 【リズム体操】 

実施年月日   月  日  曜日 

対象児  ３～５歳児   名 

 

子どもの姿 

3 歳児 友だちとイメージの共有をして遊

ぶ。 

    他者への興味を持つようになる。 

4 歳児 友だちと協力できるようになる。 

    ごっこ遊びを楽しむ。 

    指先などの細かな動きができる。 

5 歳児 自分から活動を切り替えたり、生活

活動を積極的に行ったりするよう

になる。 

    自由遊びの時間にダンスをした

り、サッカーをしたりして自発的

に体を動かすことを楽しむ。 

ねらい 

3 歳児 自分の体を十分に動かし、進んで

運動しようとする。 

    活動の中でルールを守ることの大

切さについて触れる。 

4 歳児 実習生の問いかけから、自分で想

像、表現し、創造力を豊かにする。 

5 歳児 友だちとリズム体操を楽しみなが

ら、協力して振りを完成させる達

成感を味わう。 

全体  身近な音楽を用いて体を動かすこ

とで、運動、スポーツへの興味を

促す。 

    リズム体操から運動会や発表会で

の競技、ダンスなどへの期待が持

てるようにする。 

時間 環境構成 予想される子どもの活動 保育者・実習生の援助・配慮 

00:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇実習生の話を聞く。 

◦実習生の自己紹介を聞きな

がら、気になったことや発見

したことを伝える。 

◦実習生のクイズに答えよう

とする。 

◦後ろや端の方で活動を眺め

ている子どももいる。 

◦保育者の隣に立ち、活動に

参加しようとしている子ども

もいる。 

 

・子どもが興味を持てるよう

に自己紹介をする。 

・周囲の物事に関心を持って

いる子どもには声をかけ、実

習生に視線が向くように促

す。 

・活動に参加したそうにして

いる子どもに声をかけ、楽し

い雰囲気で活動が行えるよう

に配慮する。 

・保育者と活動に参加しよう

としている子どもには、アイ
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00:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

00:25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◦実習生の話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

◦移動する。 

 

 

〇リズム体操をする。 

◦実習生を見ながら真似をす

る。 

◦保育者や友だち、実習生と

楽しさを共有しながら踊る。 

◦自分で考えながら表現する

ことを楽しむ。 

◦少しずつ表現をして楽しむ

子どももいる。 

 

 

 

 

 

◦実習生や保育者と、楽しさ

を共有する。 

◦実習生の話を聞き、保育者

へ意識を向ける。 

コンタクトなどで関わりを持

ちつつ、子どもの気持ちを尊

重する。 

・活動をする中でのルールを

伝える。 

１、友だちと当たらないよう

に十分なスペースを確保す

る。 

２、友だちを叩いたり押した

りしない。 

・リズム体操ができるよう

に、広いスペースに移動する

よう声をかける。 

・子どもが理解できるよう

に、動物や虫に例えながら振

りを伝える。 

・子どもの目を見ながら活動

を行い、楽しい雰囲気を作る。 

・次の振りが分かるように先

行して伝えながら行う。 

・子ども同士の距離感が近く

なりすぎていないかを配慮し

ながら見守る。 

・子どもが協力して行うとこ

ろは様子を見ながら実習生、

保育者も参加し、全員が楽し

める環境を作る。 

・一人ひとりの表現を認め、

達成感を味わえるように促

す。 

・活動の終わりが分かるよう

に、お礼と挨拶を伝え、保育

者の話を聞けるようにする。 



 


